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（厚労省・29年度の労災補償業務運営の重点
事項）過労死等事案は実労働時間を的確に把
握／（厚労省・28年11月の重点監督結果）約
４割の事業場に違法な時間外・休日労働が／
（治療と職業両立支援指針を改訂）脳卒中、肝
疾患に関する留意事項を追加作成／ほか
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＊＊本誌ご購読の皆様へ＊＊

ビジネスセミナー「労働塾」のご案内http://rouki.chosakai.ne.jp/
バックナンバーが閲覧できます!!
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労災保険給付は、主に労災保険の被保険者（労働者）に対して行われる。一方、被保険者ではない中小事業主や一人親方、
海外派遣者、特定作業従事者などは、労災保険給付を受けられない。そこで、労働者と同じように働いているこれらの
者についても、一定要件を満たすことで労災保険給付を受けられるように「特別加入制度」が設けられている。

中小事業主や海外派遣者などが
労災保険給付を受けられる制度

労災保険の特別加入制度①　特別加入者・加入要件特集
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働き続けたい
　　　保育園づくり
　待機児童が社会問題になる中、保育園の現場では保育士の確保・定着が大きな
課題になっている。保育士になってから５年以内の離職率は５割を超え、119万人
いる保育士資格取得者のうち、約６割に当たる75万人が保育所で働いていない
「潜在保育士」となっている。なぜ保育士は定着しないのか。本書は、保育業界
で働く保育士の現状について分析するとともに、保育士が“辞めない”組織づくり、
そして“働き続けたい”と思える人材マネジメント手法について事例を交えてわか
りやすく解説。「働き続けたい保育園づくり」に向け、保育園事業者、そして保
育士に読んでもらいたい１冊。
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保育士が“辞めない”組織づくりを事例をまじえて解説

保育士の定着率を高める職場マネジメント




